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古今東西…
齢が齢だし救急の必要もあろうに、そんな手段からほど
遠い田舎に老婦人を閉じこめておくのは罪だ、といってわ
たしを責めたのだ。老母にしろ、ほかの老人たちにしろ、田
舎のよい空気のおかげで寿命をのばしており、救急手段
は目と鼻の先のモンモランシーで得られるとはご存知ない
のだ。そして老人といえばまるでパリにしかおらぬかのよう
に、ほかのどこでも老人は生きてゆけぬかのように思って
いる。…（中略）…田舎には医者も薬剤師もいないのだか
ら、いくらいま元気にしているにせよ、そんなところに老人
をほおっておくのは死ねというようなものだ。いっそディドロ
は、何歳以上の老人をパリの外に住まわせると殺人罪に
なると決めておけばよかったのだ。
ジャン・ジャック・ルソー（桑原武夫訳）『告白（中）』、岩波書店、p275-276.



Key questions

北海道を事例として…

医療・介護サービスを提供するにあたっ
て、地域による空間的な資源の偏在は存
在するか？

二次医療圏の設定と、地域住民の受診
行動は合致しているか？

地域の医療施設の不在は、地域住民の
受診行動範囲にどのような影響をもたら
すのか？



医療資源の空間的偏在（1）
-人口と医療機関の地域分布-

出所：『統計で見る市区町村2009』（総務省・統計局）、

WAM NET『病院・診療所情報』（独立行政法人・福祉医療機構）
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医療資源の空間的偏在（2）
-高齢化率と医療機関の地域分布-

出所：『統計で見る市区町村2009』（総務省・統計局）、

WAM NET『病院・診療所情報』（独立行政法人・福祉医療機構）
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介護資源の空間的偏在（1）
-高齢化率と居宅介護サービス事業所の地域分布-

出所：『統計で見る市区町村2009』（総務省・統計局）、

WAM NET『病院・診療所情報』（独立行政法人・福祉医療機構）



介護資源の空間的偏在（2）
-高齢化率と指定介護老人福祉施設の地域分布-

出所：『統計で見る市区町村2009』（総務省・統計局）、

WAM NET『病院・診療所情報』（独立行政法人・福祉医療機構）



事例：北海道枝幸郡中頓別町

東経142°17‘33’‘
北緯44°58’15’’
面積398.55km2
2010年国勢調査で、
1,974人
平均年齢53.3歳、
65歳以上人口比率
36%

出所：中頓別町ホームページ
http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp/docs/2012030700230/



二次医療圏の設定と、地域住民の受診
行動は合致しているか？(1)

患者の居住地区で、受診行動が異なる
受診パターン（入院/入院外/入院・外来両方）で、受診行動が異なる
中頓別町外での受診行動は、中頓別町が含まれている宗谷医療圏ではなく、

南側に位置する上川中部・上川北部へ向かって、広がっている



二次医療圏の設定と、地域住民の受診行動
は合致しているか？(2)

宗谷医療圏

上川中部医療圏

上川北部医療圏

患者が受診行動を広げるインセンティブ：
人口10万人当たり病床数、特定集中治療
室設置数、診療科の充実等



地域の医療施設の不在は、地域住民の受診行動範囲
にどのような影響をもたらすのか？(1)：入院のみ



地域の医療施設の不在は、地域住民の受診行動範囲
にどのような影響をもたらすのか？(2)：入院外のみ



地域の医療施設の不在は、地域住民の受診行動範囲
にどのような影響をもたらすのか？(3)：入院+入院外



医療費が減少するメカニズム

患者の受診行動が広がることで、入院外／入院+入院外について、1カ
月当たりの受診日数（回数）は減るが、1日当たりの医療費は増える傾向
にあることがわかる。
但し、回数に対する効果＞1日当たりの医療費に対する効果であるた

め、結果的に、医療費は減少する確率が高い。



高齢者の生活空間と医療・福祉（介護）の連携
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第 2 層：日常生活圏域（仲間福祉・地域医療・地域福祉など）

第 3 層：社会（高度先進医療・社会福祉など）

通所  
サービス
拠点 

 
在宅居住の継続 

自己力・親族ネットワークの拡充 
住宅環境などハードの整備 

 
 

個人福祉：自分で行動・努力 
親族福祉：親族間での助合い 

 公的援助：住居のバリアフリー化など

高齢者住宅                          
（高齢者向け優良賃貸住宅・高齢者専用賃貸住宅・高齢者円滑入
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第 1 層：自宅（個人福祉・親族福祉など）
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病院    診療所 

医療機関間連携

介護保険：公的介護保険給付対象となる住宅・施設

福祉系：主として福祉行政が所管する住宅 

住宅系：主として住宅行政が所管する住宅 

出所：園田眞理子「はじめに－高齢期の住まい方、あなたはどうしますか？」『これから どこで誰とすみますか？高齢者の住まい 
ガイドブック』（（財）高齢者住宅財団）第 1 部 pp.4-21、[http://www.koujuuzai.or.jp/html/page07_01_03.html#01]、図 2 及び p.17
の図「高齢者向け住まい・施設の特徴をおさえておきましょう」を統合し、著者が加筆を行った。 

医療・介護（福祉）間連携

医療・介護（福祉）間連携

介護（福祉）間連携

介護（福祉）間連携



まとめと今後の課題 (1)

地域、特に、限界集落等の過疎地域における医
療施設の不在により、患者の受診行動が影響を
受ける場合がある

地域医療の難しさは、それぞれの地域によって医
療資源や住民の属性それぞれに大きな特色があ
り、一概に普遍的な結論を下すことは適切ではな
い。

患者の機会費用と国民健康保険の保険者として
の市区町村の財政を、トレードオフの観点から、
客観的に検証する必要がある



まとめと今後の課題 (2)
地域や住民の属性にかかわらず地域医療の実態
と今後の課題を客観的・実証的に検討できるよう
な普遍的な分析のフレームワークを構築する作業
は今後とも行わなければならない。

普遍的な実証の方法論を確立する上で重要なの
は、当該地域における医療提供者及び患者に関
する情報の収集である。

統計学上の諸問題に対処する可能性を広げる意
味でも、レセプトやDPCデータに代表されるような

医療資源の収集・整備・活用のあり方をさらに検
討していく必要がある。



結びにかえて －西行の境地ー

ねかはくは 花のしたにて 春しなん その
きさらきの もちつきのころ

西行（伊藤嘉夫校註）『山家集』

2011年5月初頭
宮城県石巻市鮎川浜にて
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